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 トランプ関税が景気やインフレに及ぼす影響と、それを踏まえた主要国の金融政策の動向が注目されている。
 加えて、米政権による通商交渉の進展や次期FRB議長候補の選定、日本の政局なども市場の材料として意識される。

景気は底入れ
欧米景気は底入れへ

景気減速が継続
景気減速がメイン予想なるも、景気後退リスクも孕む
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利下げ目途は
3.5%程度?

利上げ目途は
1.00%程度?

米国は利下げ、欧州は様子見
関税による影響を確認しつつ、特に米国は慎重に利下げを継続

日銀が追加利上げを模索
国内の賃金･物価はオントラックとの認識を示しながら、関税を
中心とした外部環境を確認しつつ追加利上げスタンスを維持
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8/12
対中関税猶予期限

インフレ再燃の可能性
関税により輸入物価が押し上げられインフレが再加速するリスク
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夏～秋
次期FRB議長候補の選出 11月中間選挙に

向けた
選挙活動へ製造業支援・移民政策など各国との通商交渉

成果の取りまとめに向けた動きが加速

・ケビン・ウォーシュ元FRB理事

・クリス・ウォラーFRB理事

・ケビン・ハセットNEC委員長 など
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成立済み

7/30-7/31
展望レポート


